
水
力
発
電
施

設
（
出
力
三

十
五
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上

の
も
の
に
限

る
。た
だ
し
、

特
定
重
要
電

源
開
発
地
点

又
は
重
要
電

源
促
進
地
点

に
あ
っ
て
は

こ
の
限
り
で

な
い
。）

Ａ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
四
千
万
円
。

Ｄ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
六

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

毎
会
計
年
度
四
千
万
円
。（
重
要
電
源
開
発
地
点
又
は
重
要

電
源
促
進
地
点
に
あ
っ
て
は
、
毎
会
計
年
度
一
億
四
千
万

円
。
た
だ
し
、
毎
会
計
年
度
の
交
付
金
の
交
付
額
を
合
計

し
た
金
額
が
四
億
円
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）

Ｅ

毎
会
計
年
度
四
千
万
円
。

混
合
酸
化
物

燃
料
の
加
工

施
設
（
整
備

法
施
行
令
第

三
条
第
八
号

に
掲
げ
る
施

設
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）

Ｆ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
一
億
四
千
万
円
。

Ｇ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
六

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

毎
会
計
年
度
九
億
八
千
万
円
。

使
用
済
燃
料

の
貯
蔵
施
設

Ｈ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
一
億
四
千
万
円
。（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
毎
会
計
年
度
二
億
円
を
限
度
と
し
て
加
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
加
算
し
た
金
額
を
合
計

し
た
金
額
が
五
億
円
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）

Ｉ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
六

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

毎
会
計
年
度
九
億
八
千
万
円
。（
た
だ
し
、
期
間
Ｈ
に
お
い

て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
て
交
付
金
の
加
算
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
当
該
加
算
し
た
金
額
を
合
計
し
た
金
額
と
毎
会

計
年
度
の
交
付
金
の
交
付
額
を
合
計
し
た
金
額
と
の
合
計

額
が
十
九
億
六
千
万
円
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）

廃
棄
施
設

（
核
燃
料
物

質
又
は
核
燃

料
物
質
に

よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の

第
二
種
廃
棄

物
埋
設
の
事

業
に
関
す
る

規
則
（
昭
和

六
十
三
年
総

理
府
令
第
一

号
）
第
一
条

の
二
第
二
項

第
三
号
に
規

定
す
る
余
裕

深
度
処
分

（
特
定
放
射

性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に

関
す
る
法
律

（
平
成
十
二

年
法
律
第
百

十
七
号
。
以

下
「
最
終
処

分
法
」
と
い

Ｊ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
一
億
四
千
万
円
。

Ｋ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
六

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

毎
会
計
年
度
九
億
八
千
万
円
。

特
定
放
射
性

廃
棄
物
の
最

終
処
分
施
設

（
整
備
法
施

行
令
第
三
条

第
十
三
号
に

掲
げ
る
施
設

を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

Ｌ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
二
億
一
千
万
円
。
た
だ
し
、
最
終
処
分
法
第

二
条
第
九
項
に
掲
げ
る
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
み

を
対
象
と
し
て
文
献
調
査
を
実
施
し
た
場
合
は
、
毎
会
計

年
度
一
億
四
千
万
円
。（
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
文
献
調

査
（
最
終
処
分
法
第
二
条
第
九
項
に
掲
げ
る
第
二
種
特
定

放
射
性
廃
棄
物
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
を
除
く
。）が
開

始
さ
れ
た
場
合
に
限
り
毎
会
計
年
度
十
億
円
。
た
だ
し
、

期
間
Ｌ
の
交
付
金
の
交
付
額
を
合
計
し
た
金
額
が
二
十
億

円
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）

Ｍ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
六

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

毎
会
計
年
度
二
十
億
円
。
た
だ
し
、
最
終
処
分
法
第
二
条

第
九
項
に
掲
げ
る
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
み
を
対

象
と
し
て
概
要
調
査
を
実
施
し
た
場
合
は
、
毎
会
計
年
度

九
億
八
千
万
円
。（
期
間
Ｌ
と
重
複
す
る
会
計
年
度
に
お
い

て
は
、
期
間
Ｌ
の
交
付
金
の
交
付
額
を
減
じ
た
金
額
）
た

だ
し
、期
間
Ｍ
の
交
付
金
の
交
付
額
を
合
計
し
た
金
額（
期

間
Ｌ
と
重
複
し
て
い
る
場
合
、
期
間
Ｌ
の
も
の
と
し
て
交

付
さ
れ
る
金
額
を
除
く
。）が
七
十
億
円
（
最
終
処
分
法
第

二
条
第
九
項
に
掲
げ
る
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
み

を
対
象
と
し
て
概
要
調
査
を
実
施
し
た
場
合
は
、
三
十
四

億
三
千
万
円
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

深
地
層
研
究

施
設
（
整
備

法
施
行
令
第

三
条
第
十
四

号
に
掲
げ
る

施
設
を
い

う
。
以
下
同

じ
。）

Ｎ

第
三
条
第
一
号
及
び
第
九

号
（
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
第
一
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
）

毎
会
計
年
度
八
千
万
円
。

分
法
」
と
い

う
。）第
二
条

第
二
項
に
規

定
す
る
最
終

処
分
及
び
最

終
処
分
と
同

一
の
処
分
を

除
く
。）を
行

う
施
設
を
い

う
。）

平成™š年›月˜š日 水曜日 (号外第� 号)官 報

（
備
考
）

一

Ａ
は
、
一
般
電
気
事
業
者
等
（
一
般
電
気
事
業
者
及
び
卸
電
気
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
立
地
可
能

性
調
査
（
地
質
、
気
象
、海
象
の
調
査
そ
の
他
の
発
電
用
施
設
等
の
立
地
地
点
を
定
め
る
た
め
の
調
査
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
翌
年
度
か
ら
当
該
一
般
電
気
事
業
者
等
が
環
境
影
響
評
価

を
開
始
し
た
日
（
電
事
法
第
四
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
環
境
影
響
評
価
法（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
。

以
下
「
評
価
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出

た
日
を
い
う
。）の
属
す
る
会
計
年
度
ま
で
の
期
間
（
た
だ
し
、
所
在
都
道
府
県
の
知
事
が
原
子
力
発
電
施
設
の

設
置
に
係
る
意
見
を
留
保
し
、
か
つ
、
環
境
影
響
評
価
の
開
始
に
係
る
同
意
を
行
う
旨
を
公
文
書
等
に
お
い
て

明
示
し
た
と
き
は
、
発
電
用
施
設
等
の
設
置
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

り
、
電
事
法
第
四
十
六
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
評
価
法
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る

評
価
書
の
縦
覧
期
間
が
満
了
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
ま
で
の
期
間
）

二

Ｂ
は
、
Ａ
の
終
期
の
翌
年
度
か
ら
十
年
間

三

Ｃ
は
、
Ｂ
の
終
期
の
翌
年
度
か
ら
原
子
力
発
電
施
設
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
ま
で
の

期
間

›
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